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《給食》《給食》
　春は環境の変化にさらされやすい時期です。朝ごはんをしっかり食べて自律神経を
整えましょう。
　春は環境の変化にさらされやすい時期です。朝ごはんをしっかり食べて自律神経を
整えましょう。

～朝ごはんを食べるメリット～～朝ごはんを食べるメリット～

レク院 内 行 事 報 患者患 者 レ ク

デイケアだより
2月 19日（水）
●場所：デイケア　●参加メンバー：17名

●病棟患者様の声●病棟患者様の声
●「素敵な作品がいっぱいで皆さんの笑顔が良かったです！」　　●「素人の作品じゃないわな！」
●「このパフェ手作りなんですか？とても美味しかったです！」　●「ドリンクとパフェが美味しかったです！又来年も来たいです！」

　今年も文化展を開催することがで
きました。病棟の患者様（29名）が
午前・午後に分かれ来場されまし
た。展示コーナーでは、外部講師等
のご協力を得てメンバーがこの１年
間で仕上げた作品をデイケアに展示
しました。喫茶コーナーでは今年も
メンバー手作りのパフェとドリンク
を患者様全員に提供しました。

等、病棟患者様から嬉しい言葉が多く聞かれました。２年連続開催できたこともあり、メンバーが病棟の患者様と積極的に交流していたの
が印象的で、昨年よりも笑顔あふれる文化展になりました。来年も開催したいと思います。

　１月16日（木）にかるた取り大会を行いま
した。マットに敷いたカルタをとるため、マ
ット端に座った患者様は身を乗り出して取る
ことができるものの、車椅子の方は難しいた
め、スタッフと一緒
に協力して取りまし
た。その他にも福笑
いやクイズ大会も行
い、休憩時間はコー
ヒーを飲みながらお
やつを食べました。

各 病 棟 レ ク 10月～

３月

1病棟 かるた取り大会

　１月23日（木）に病棟レクリエーションとしてカラオケ大会を開催しまし
た。カラオケは人気で、日頃歌われない患者様も含め自慢の歌声を披露。皆様

の歌が病棟中に響き渡り、笑顔も多く見
られ大盛況でした。又、書き初めも行い
抱負や好きなもの等一生懸命書く姿が見
受けられました。今後も患者様が楽しく
参加できるレクリエーションを取り入れ
ていきたいと思います。

5病棟 大カラオケ大会
　10月15日（火）に病棟レクリエーションとして、当
院のグラウンドにて外気浴を行いました。患者様それ

ぞれに、植物や景色を観ながら
楽しそうにされていた様子が印
象的でした。室内では感じるこ
とのできない『季節』を肌で感
じていただける時間を持てたと
思います。

6病棟 外気浴

　１月23日（木）に病棟レクリエーションと
してビンゴ大会、ケーキ作りを行いました。ビ
ンゴ大会では、景品獲得を目指し皆さんのドキ
ドキされている様子が伝わってきました。ケー
キ作りでは、皆さんで協力してイチゴやミカン
などでデコレーションし、とても美味しそうな
ケーキができ上がりま
した。最後には自分た
ちで作ったケーキを食
べていただき、とても
楽しい時間を過ごすこ
とができました。

2病棟 ビンゴ大会・ケーキ作り
　12月26日（木）に病棟レクリエーショ
ンで忘年会をしました。テーブルの上でチ
ーム対抗のゲームを行い、職員も参加し楽
しい時間を過ごすことができました。休憩
時にはみんなが
好きなカップラ
ーメンを食べて
1年を締めくく
りました。

3病棟 忘年会

ストレス対処法ストレス対処法 その48 　　
③怒りのスコア化と記録
　６秒ルールでその時は切り抜けても、怒りの直接的なはけ口にはなら
ないためモヤモヤとした気持ちは残ることが多いです。そのような状況
を改善するために、怒りを冷静にスコア化するようにしてみましょう。
平穏な状態を０、人生最大の怒りを10として怒りの度合いを１から10
までの数字で表すとともに、どうして怒りが生じたのかを記録すること
で、どのように怒りの感情が生まれたのかを確認することができます。
そのように怒りのスコアと原因を記入した記録を定期的に確認していく
ようにします。すると自分が怒る原因がわかるようになり、同じような
内容で怒りそうになったとき、怒りの感情を出してはいけないと意識す
るようになります。また、怒りが生じそうになったときに「スコアが小
さいから怒る必要がない」と客観的に判断できるようになります。その
結果、怒ることを減らすことができるのです。

④その場から離れる
　怒りの原因になるものが明確であれば、その場や場面からすぐに離
れることも対処法として有効です。目の前にいる人が原因で怒りを感
じていることが明白なのであれば、一旦その場から離れて別のことを
始めるなどの対応をすると良いと思われます。目の前の話題に対して
自分が不満を感じているのであれば、一旦その話題から離れて思考を
そらすようにします。怒る機会をなくすことで自分がコントロールで
きるレベルにまで怒りを鎮めて、これ以上新たな怒りを生まないため
の手段として効果的です。
　次回もアンガーマネジメントの方法について触れる予定です。

（玉那覇　邦夫）

ＯＴだより(モルック)ＯＴだより(モルック)
　当院の作業療法では患者さんの心と体のリハビリとして多種多様なレクリエー
ションを提供しています。なかでも最近取り入れているスポーツ競技『モルック』
についてご紹介します。
　『モルック』とは、“モルック”と呼ばれる木の棒を投げ、地面に立てた“スキット
ル”という複数の木のピンを倒して獲得した点数を競うフィンランドで生まれた戦略
性の高いスポーツです。ルールは簡単で、個人戦だけでなくチームで競い合うこと
もできます。
　『モルック』の特徴として、適度な身体運動に加え注意力・集中力・思考力など
の精神機能面にも働きかけることができます。また、仲間づくりや協調性を養う機
会にもなります。参加した患者様からは「良い運動になって気分転換ができた」
「相手との駆け引きが楽しかった」「友だちができて入院生活が楽しくなった」な
どの声が聞かれています。今後もモルックを通して患者様の心と体のリフレッシュ
を図っていきたいです。

部署紹介 〔5病棟〕〔5病棟〕

　精神科入院には大きく分けて３つの入院形態
（下記）があります。入院相談では症状に加えご
本人の入院意思等もお伺いしています。入院をご
検討する場合は、医療相談室にお問い合わせくだ
さい。

任意入院：診察の結果入院治療が適切と判断された
時、本人の同意のもと入院すること。

医療保護入院：精神保健指定医の診察の結果入院治療が
必要であるが、本人が病気であるとの認
識がなく治療の必要性を理解できない
時、ご家族の同意を得て入院すること。

措置入院：自傷他害の恐れがある場合、精神保健指
定医2名の診断の結果措置入院が必要と
判断された時、都道府県知事の決定のも
と入院すること。

ＰＳＷ（医療相談室）

　•体温が上がり代謝が上がる
　•集中力がアップする
　•血糖値の急上昇・肥満防止につながる

●季節の野菜
　春が旬の野菜には香りが強いものや独特の苦味を
持つものが多いのが特徴です。この成分には抗酸化
力があります。
　•苦味―植物性アルカロイドという成分が元に

なっており、解毒作用の働きや新陳代謝
を促す働きがあります。

　•香り―血行促進や抗酸化作用があります。

デイケア文化展

◆収穫祭 ◆クリスマス会

　５病棟は療養病棟、ベッド数は55床です。師長を筆頭に、明るく働きやす
い病棟を目指して日々精進し、スタッフ21名、今後も患者様が安心安全な入
院生活を送れるように心掛け、支援を行いたいと思います。

　前回に引き続いて今回もアンガーマネジメントの
方法について簡単に触れていきます。

　収穫祭では作業療法で患者様が育
てたさつまいもを使用し、豚汁とス
イートポテトを食べてもらいまし
た。さつまいもたっぷりの美味しい
豚汁ができて、患者様が「おいし
い」と笑顔で召し上がっている姿が
印象的でした。
　スイートポテトも程よい甘さでと
ても好評でした。他にもミニゲー
ム、カラオケなどを行い、秋を楽し
んでいただきました。

　12月はクリスマス会を行いま
した。キャンドルサービス、サン
タクロースからのクリスマスプレ
ゼント、各病棟からの出し物を楽
しんでいただきました。病棟から
の出し物では、入院患者様も当日
まで空いた時間に練習を行っても
らい、それぞれの病棟の個性が際
立った余興となり大いに盛り上が
りました。おやつの時間にクリス
マスケーキを食べてもらい、楽し
い会になりました。

（3）（2）


